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院内教育プ ロ グラ ム の 現状に 関す る研究
一全国調査 の ための 質問紙作成を目指 して -
三 浦 弘 恵 ( 千葉大学大学院看護学研究課博士前期課程)
永 野 光 子 ( 順天堂医療短期大学)
舟 島 な をみ ( 千葉大学看護学部)
本研究 の 目的 は, 全国規模 の 実態調査 に使用可能 な質問紙 の 作成 に向け, 院 内教育 プ ロ グラ ム の 対象 ･ 内容 ･ 実施方法 ･
全体構造, 及 び院内教育 プ ロ グラ ム 作成 に 影響を及 ぼす要因と展開過程を明 らか に す る こ とで あ る｡ 本研究 の デ
ー タ は, ①
千葉大学看護学部 に送付 さ れ た看護職員募集要項23 5部, ②便宜的標本で ある病院10施設 の 看護管理者13名 か ら得 ら れ た面
接 デ ー タで あり, 分析 に は質的帰納的分析を用い た ｡ 看 護職員募集要項を分析した結果, 院内教育プ ロ グ ラ ム の 対象を説明
す る 6 カ テゴ リ, 内容 を説明する 8 カ テ ゴ リ, 実施 方法を説明す る 3 カ テゴ リ, 全体構造を説明す る 6 カ テゴ リが 明 らか に
な っ た｡ ま た, 面接 デ ー タ を分析 した結果, 院内教育 プ ロ グ ラ ム の 作成 に影響を及 ぼす14要因 と展開過程 の 8段階 が明らか
に な っ た｡ 本研究 の 結果 は, 各病 院が看護職者 の 多様な学習 ニ ー ド に合致 し た院内教育 プ ロ グラ ム の 作成を試 み て い る状況
を示 し た｡ ま た, 院 内教育プ ロ グラ ム が, 理論 や 研究成果を基盤 とす る こ と なく作成 されて い る状況 の 存在を示唆 した｡ 本
研究 の 結果 に基づき質問紙を開発 し, 全 国規模の 実態調査を実施す る こ と は今後 の 課題 であ る｡
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I . 緒 言
院内教育は, 病院が主体とな っ て実施する継続教育の
一 形態 で あり 1) , 看護職者に と っ て は, 職業を継続 しな
が ら学習を累積するため の機会となる｡ わが国にお い て ,
現在実施され て い る院内教育プ ロ グ ラ ム の対象 ･ 内容 ･
実施方法 ･ 全体構造を明らか に する こと ば, 各病院が院
内教育の現状を客観的に把握 し, よ り効果的な院内教育
プ ロ グ ラ ム を作成する上で有効な資料と なる｡ ま た, 各
病院に おける院内教育 プ ロ グ ラ ム が, 何 に影響を受け て
作成され, どの ような過程を経て展開され て い るか を明
らか に する こと は, 院内教育の 現状を評価する 一 環 とし
て必要不可欠で ある｡ しか し, わ が国 に おける過去10年
間の 研究に は, 院内教育プ ロ グ ラ ム の対象 ･ 内容 ･ 実施
方法 ･ 全体構造, 院内教育プ ロ グ ラ ム 作成に影響を及ぼ
す要因 (以下, 影響要因とする) と展開過程に 関する全
国的な実態調査は存在せず, 実態調査の ため の指標も存
在 しな い ｡
･ そ こ で, 本研究に お い て は, 院内教育プ ロ グ ラ ム の対
象 ･ 内容 ･ 実施方法 ･ 全体構造, 院内教育プ ロ グ ラ ム作
成の影響要因と展開過程に関する全国調査実施の初期的
段階と して , そ の 指標の解明に着手 した｡
Ⅱ
. 研究目的及び研究目標
1. 研究目的
全国的な実態調査に使用可能な質問紙の作成に向けて,
院内教育プ ロ グ ラ ム の対象 ･ 内容 ･ 実施方法 ･ 全体構造,
院内教育プ ロ グ ラ ム 作成の影響要因と展開過程を明らか
にする｡
2. 研究目榛
1) 看護職員募集要項の記載内容か ら院内教育プ ロ グ ラ
ム の対象 ･ 内容 ･ 実施方法 ･ 全体構造を明らか にする｡
2) 病院の看護管理者 に焦点を当て , 面接デ ー タ か ら院
内教育プ ロ グ ラ ム作成の 影響要因と展開過程を明らか
に する｡
Ⅲ . 用語の 定義
1
. 看護職者 (nurse, m ale n urse)
看護職者と は, 看護基礎教育課程を修了 し, 自国 にお
い て看護を実践する資格が あり,-そ の権限を与え られた
もの である 2)｡ 従 っ て , わ が国 に お い て は, 保健婦助産
婦看護婦法の規定に より, 免許を受けた者を指す｡ こ れ
を前提と し て , 本研究に お い て は, 看護職者を保健婦 ･
士, 助産婦, 看護婦 ･ 士とする｡
受理 : 平成12年11月 8 日 Ac c epted : No v e mbe r. 8 . 2000.
千葉看会誌 V O L. 6 No. 2 2000.12 17
2. 院内教育 (in-s e r vice educatio n)
院内教育とは, 病院 に就業する看護職者が 一 定基準の
職務遂行能力を獲得する ことを支援 ･ 促進する目的で行
われる組織的 ･ 計画的な教育活動で ある｡
3 . 院内教育プ ロ グラ ム (in-se r vic e education pr o-
gr a m)
院内教育 プ ロ グ ラ ム と は, 各病院が院内教育を実施す
るため に , 教育の 目的 ･ 内容 ･ 実施方法など に関する計
画を記したもの であ る｡
Ⅳ
. 研究方法
1. デ ー タ収集
本研究に お い て は, 次の 2種類の デ ー タ を用 い た｡
1) 看護職鼻募集要項
院内教育プ ロ グ ラ ム の対象 ･ 内容 ･ 実施方法 ･ 全体構
造を明らか にするため の デ ー タ と して , 院内教育プ ロ グ
ラ ム を紹介し て い る公的か つ入手可能な看護職員募集要
項を用い た｡ 研究対象は, 千葉大学看護学部に送付され
た平成11年度看護職員募集要項235部とした｡
2) 看護管理者の面接デ ー タ
院内教育プ ロ グ ラ ム 作成の影響要因と展開過程を明ら
か にするため に , 看護管理者を対象に面接調査を実施し
た ｡ 対象者は, 看護職者の友人 ･ 知人を通 して紹介を受
け, 承諾の 得られ た10施設の看護管理者13名で ある｡ デ ー
タ収集 に は半構造化面接法を用い た｡ 対象者 へ の質問は,
文献検討と プ レ テ ス ト に基づき, ① ｢院内教育プ ロ グ ラ
ム を何 に基づき どの よう に作成し て い ますか｣, ② ｢院
内教育プ ロ グ ラ ム を どの よう に実施 ･ 運営して い ますか｣
の 2項目とした｡ 面接内容は, 対象者の承諾を得て テ ー
プ に録音した｡ ま た, 対象者が提示 した資札 院内教育
プ ロ グ ラ ム の特徴な ども回答内容を正しく理解する ため
の付加的デ ー タ と し て 収集 した ｡ デ ー タ 収集期間は,
1998年12月 4 日から12月26 日で あ っ たo
2
. 分析方法
1) 看護職鼻募集要項
(1) 看護職員募集要項を概観し, 院内教育プ ロ グ ラ ム の
対象 ･ 内容 ･ 実施方法がす べ て 明確に読みとれるもの
を選別 した｡
(2) 選別した看護職員募集要項を精読し, 院内教育プ ロ
グ ラ ム の対象 ･ 内容 ･ 実施方法に関する記述を抽出し
た｡
(3) 抽出した院内教育 プ ロ グ ラ ム の 対象 ･ 内容 ･ 実施方
法に関する記述を意味内容の 類似性に従い分類し, そ
の分類を反映した カ テ ゴ リ名を っ けた ｡
(4) (3)の結果, 明らか に な っ た対象別カテ ゴリを用い て
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院内教育プ ロ グ ラ ム の全体構造を施設毎 に分析した｡
2) 看護管理者の 面接デ ー タ
(1) テ ー プ に録音した面接内容を逐語記録とし, 質問毎
に 整理 した｡ 分析 にお い て は, 質問①②の 回答を意味
内容の 類似性に従い 分類し, そ の分類を反映したカ テ
ゴ 1)名を っ けた.
(2) 研究にお ける倫理的配慮
対象者 へ の倫理的配慮は, 日本看護教育学学会研究
倫理指針 3) に基づ い て 行 っ た｡ 具体的に は, 看護管理
者に対 し, 研究 の趣旨, 匿名性の 確保, 研究協力 へ の
自由意志の尊重に つ い て 説明し, 書面 に より研究協力
へ の 同意を得た｡
3) 研究の借頬性と妥当性につ い て
デ ー タ収集及び分析の信頼性 ･ 妥当性は, こ れ らの手
続きを共同研究者間で検討する こと に より確保した｡
Ⅴ
. 研究結果
1. 考課職員募集要項の分析結果
研究対象とした看護職員募集要項235部の うち , 院内
教育プ ロ グ ラ ム の対象 ･ 内容 ･ 実施方法がす べ て 明確に
読み とれ たも の は48部で あ っ た. そ こ で , 本研究に お い
て は, こ の48部を分析対象とした｡
1) 看護職鼻募集要項発行施設の背景
分析対象とした看護職員募集要項を発行 して い た施設
の設置主体は, 国立と法人が19施設と最も多く , 公立5
施設, 全社連3施設, 日赤2施設であ っ た (表1)｡
ま た, 看護職員募集要項 を発行して い た施設の病床数
は, ｢500床から899床｣ が19施設と最 も多く, ｢900床以
上｣ が14施設, ｢300床か ら499床｣ が8施設, ｢100床か
ら299床｣ が4施設, ｢記述な し｣ が3施設で あ っ た (義
2)｡
表1 考課職員募集要項発行施設の 設置主体 n - 48
設置主体 国 立 公 立 日 赤 全社連 法 人
施設数 19 5 2 3 19
表2 看護職鼻募集要項発行施設の 病床数 n - 48
病床数
100-299
■床
300-49 9
床
500-899
床
90 0床- 記述 な し
施設数 4 8 19 14 3
さら に , 看護職員募集要項を発行して い た施設の 所在
地域は, 関東 ･ 甲信越が18施設と最も多く, 東海 ･ 北陸
7施設, 近畿7施設, 東京5施設, 九州 ･ 沖縄4施設,
東北3施設, 中国 ･ 四国2施設, 北海道2施設で あ っ た
(表3)0
表3 看護職鼻募集要項発行施設の 所在地 n - 48
繭 在 . 地 施 設 数
北 海 道 2
東 北 3
東 京 5
関 東 . 甲 信 越 18
東 海 . 北 陸 7
近 畿 7
中 国 . 四 国 2
九 州 . 沖 縄 4
2) 対象別にみた院内教育プ ロ グラ ム
院内教育 プ ロ グ ラ ム の 対象に関する記述 は133件存在
し, こ れ らは, 6 カ テ ゴ リ に分規できた ( 図1)｡ こ の
6 カテ ゴ リ とは, 経験年数に基づ き対象を設定 した 【経
年別プ ロ グ ラ ム】 , ベ ナ ー の 理論 4) に 基づき看護実践能
力別に 対象を設定した 【能力別プ ロ グ ラ ム】 , 婦長, 主
任な どの 管理職を対象とした 【役職別プ ロ グ ラ ム】 , 臨
床実習指導者や教育委員など の役割を担 っ て い る者を対
象と した 【役割別プ ロ グ ラ ム】 , 全職員を対象と した
【全職員プ ロ グ ラ ム】 , 本人 の希望 ･ 上司の 推薦と い っ
た その 他の 条件に より対象を設定 した 【そ の 他の プ ロ グ
ラ ム】 で あ っ た｡ ま た, こ の 6 カ テ ゴ リ の うち , 【経年
別プ ロ グ ラ ム】 は, ｢1年目｣｢2年目｣ と いう よう に経
験年数毎に対象を設定 した 《限定プ ロ グ ラ ム≫ と , ｢3
年目以上｣ とい うよう に様 々 な経験年数の 看護職者を対
象とした 《非限定 プ ロ グ ラ ム》 の 2種類に分類で きた｡
3) 院内教育プロ グラ ム の内容
限 定 プ ロ グ ラ ム
非 限定 プ ロ グ ラ ム
経 年別 プ ロ グ ラ ム
能 力別 プ ロ グ ラ ム
役 職 別 プ ロ グ ラ ム
役 割別 プ ロ グ ラ ム
全 職員 プ ロ グ ラ ム
そ の 他の プ ロ グラ ム
ベ ナ - の 理論 に 基づ く
対象設定
婦長, 主 任な ど
臨床実習指導者, 教育
委旦な ど
全職員対象
上記 の プ ロ グラ ム 以外
の 対象
図1 対象別にみた院内教育プ ロ グラム
院内教育 プ ロ グ ラ ム の 内容に関する記述 は933件存在
し, こ れ らは, 8カ テ ゴ リ に分類できた ( 図2). こ の
8 カ テ ゴ リとは, オ リ エ ン テ ー シ ョ ン, 基礎知識 ･ 技術
職場適応 の 促進
人間関係 の 理解
看護実践 の 支援
看 護 研 究
内容
看 護 管 理
看 護 教 育
自己能力 の 拡大
ト ピ ッ ク ス
オ リ エ ン テ ー シ ョ ン , 基礎知識 ･
技術 な ど
リ ー ダ ー シ ッ プ, 個人 の 心理 ,
集 団に お け る心理 な ど
看護 理論 , 看護過程, 専門看護
な ど
看護研究指導, 看護研究発表 な
ど
管 理 者教育, ス タ ッ フ 育成 な ど
臨床実習指導, 院内教育 の 促進
な ど
看護観, 死生観, 自 己啓発 な ど
看護 ･ 医療 の 最新 の 話題
図2 院内教育プ ロ グラ ム の 内容
などを含む 【職場適応の 促進】 , リ ー ダ ー シ ッ プ, 個人
の心理 , 集団 に お け るJ[▲､理 な どを含む 【人間関係の 理
解】 , 看護理論, 看護過程, 専門看護な どを含む 【看護
実践の支援】 , 看護研究指導, 院内看護研究発表な どを
含む 【看護研究】 , 管理者教育, ス タ ッ フ 育成な どを含
む 【看護管理】 , 臨床実習指導, 院内教育の促進な どを
含む 【看護教育】 , 看護観, 死生観, 自己啓発などを含
む 【自己能力の 拡大】 , 医療 ･ 看護 に 関する最新の 話題
な どを含む 【ト ピ ッ ク ス】 で あ っ た｡
4) 院内教育プロ グラ ム の実施方法
院内教育プ ロ グ ラ ム の実施方法 に関する記述は92件存
在し, こ れ らは, 学習形態別に 3 カ テ ゴ リ に分類で きた
(図3)｡ こ の 3 カ テ ゴ リと は, 講義, 演習, シ ン ポ ジ ウ
ム な どを含む 【一 斉学習】 , グ ル ー プ ワ ー ク , 学習会な
どを含む 【グ ル ー プ学習】 , 課題学習, 問題解決学習な
どを含む 【個人学習】 で あ っ た｡
講 義, 演習, シ ン ポ ジウ ム な ど
グル ー プ ワ ー ク , 学 習会 な ど
課題学習, 問題解決学習な ど
図3 院内教育プ ロ グラ ム の 実施方法
5) 院内教育プ ロ グラ ム の全体構造
各施設の 院内教育プ ロ グ ラ ム を 6 つ の 対象別カ テ ゴ リ
を用い て 分析した結果, 1施設の 院内教育プ ロ グ ラ ム に
複数の 対象別カ テ ゴ リが対応する ことが明らか に な っ た｡
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J
可 経年
･ 全職員型
経年別 プ ロ グラ ム
I:I
tトこ .7号 経年 ･ 役職型
* 矢 印は対象別 プ ロ グ ラ ム と全体構造を示す 6 カ テゴ リ の
関係を示す
図4 院内教育プ ロ グラ ム の全体構造
こ の複数の対象別カ テ ゴ リ の組み合わせを院内教育 プ ロ
グ ラ ム の全体構造を説明する側面とみなし, 分析 した結
果, そ の全体構造を 8カ テ ゴ リ に分類する ことが で きた
(図4)｡ こ の 8 カ テ ゴ リ とは, 【経年 ･ 全職員型 プ ロ グ
ラ ム】 【経年 ･ 役職型プ ロ グ ラ ム】 【経年 ･ 役割 ･ 全職
員型プ ロ グ ラ ム】 【経年 ･ 役職 ･ 全職員型プ ロ グ ラ ム】
【経年 ･ 役割 ･ 役職 ･ 全職員型プ ロ グ ラ ム】 【能力 ･ 役
割 ･ 役職 ･ 全職員型プ ロ グ ラ ム】 で あ っ た｡
2
. 看護管理者の面接デ ー タ の 分析結果
1) 対象者の背景
対象者は, 看護部長5名, 副看護部長2名, 教育看護
部長1名, 教育担当婦長5名で あ っ た｡ 対象者が所属す
る病院の設置主体 は, 国立1施設, 公立4施設, 私立5
施設で あ っ た｡ 病床数 は, ｢100床か ら299床｣ が2施設,
｢300床か ら499床｣ が 3施設, ｢500床から899床｣ が 4施
設, ｢900床以上｣ が1施設で あ っ た ｡
2) 院内教育プ ロ グラ ム 作成の 影響要因
本研究は, 院内教育 プ ロ グ ラ ム 作成に影響を及ぼす次
の14要因を明らか に した (表4)｡ こ の 14要因と は, 組
織 の特性に関わる 〔病院設置主体 ･ 病院 の 特徴〕 〔看護
職の特性〕, 組織 の 方針に関わ る 〔看護部の目的 ･ 目標〕
〔看護部の教育理念〕〔看護職に期待する看護実践能力〕,
組織の 変化に関わる 〔診療体制の変化〕 〔看護体制の 変
化〕, 看護職の状況 ･ ニ ー ド に 関わ る 〔看護職 の 看護実
践の 評価結果〕 〔院内教育プ ロ グ ラ ム に対する看護職の
要望〕, 院内教育 プ ロ グ ラ ム 実施に活用可能な人的 ･ 経
済的資源に関わ る 〔院内教育プ ロ グ ラ ム の運営に 確保可
能な人員数〕〔院内教育プ ロ グ ラ ム の 運営に関する予算〕,
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表4 院内教育プ ロ グラ ム作成に影響を及ぼす要因
1
. 病院設置主体 ･ 病院 の 特徴
2
. 看護職の 特性
3
. 看護部の 目的 ･ 目標
4
. 看護部の 教育理念
5
. 看護職 に期待す る看護実践能力
6
. 診療体制の 変化
7
. 看護体制 の 変化
8. 看護職の 看護実践能力 の 評価結果
9
. 院内教育 プ ロ グラ ム に対す る看護職 の 要望
10
. 院内教育 プ ロ グラ ム の 運営 に確保可能 な人員数
ll. 院内教育 プ ロ グ ラ ム の 運営 に関す る予算
12. 院内教育プ ロ グ ラ ム の 実施 に確保可能 な時間
13
. 他院の 院内教育 プ ロ グ ラ ム
14
. 院内教育 プ ロ グラ ム 作成者の 教育 に対す る信念
看護業務遂行と院内教育プ ロ グ ラ ム 実施の両立に関わ る
〔院内教育プ ロ グ ラ ム の実施に確保可能な時間〕, 他施設
の院内教育実施状況に関わ る 〔他院の院内教育プ ロ グ ラ
ム〕, 院内教育プ ロ グ ラ ム 作成者の価値観に 関わ る 〔院
内教育プ ロ グ ラ ム 作成者の 教育に対する信念〕 で あ っ た｡
3) 院内教育プロ グラム 作成の 展開過程
本研究は, 院内教育プ ロ グ ラ ム 展開過程が , 8段階か
ら成る ことを明らか に した (表5)｡ こ の 8段階と は,
院内教育に対する ニ ー ドの ア セ ス メ ン ト に関わ る 〔院内
教育に 関する多角的情報収集と整理〕, 院内教育 プ ロ グ
ラ ム の作成に 関わ る 〔院内教育 プ ロ グ ラ ム の原案作成〕
〔院内教育プ ロ グ ラ ム 全体の調整〕 〔経営者 ･ 管理者に よ
る院内教育プ ロ グ ラ ム の 査定〕〔経営者 ･ 管理者 に よる
査定後の 院内教育 プ ロ グ ラ ム の修正〕, 院内教育 プ ロ グ
ラ ム の実施に 関わる 〔院内教育プ ロ グ ラ ム の 公表〕 〔院
内教育プ ロ グ ラ ム の 実施〕, 院内教育プ ロ グ ラ ム の 評価
に関わる 〔実施担当者に よる院内教育プ ロ グラ ム の評価〕
で あ っ た｡
表5 院内教育プ ロ グ ラ ム展開過程
1. 院内教育 に関する多角的情報収集 と整理
2. 院内教育 プ ロ グ ラ ム の 原案作成
3. 院内教育 プ ロ グ ラ ム 全体 の 調整
4. 経営者 ･ 管理 者 に よ る院内教育 プ ロ グラ ム の 査定
5. 経営者 ･ 管理者に よ る査定後 の 院内教育 プ ロ グラ ム の
修正
6. 院内教育 プ ロ グ ラ ム の 公表
7. 院内教育 プ ロ グ ラ ム の 実施
8. 実施担当者 に よ る院内教育 プ ロ グラ ム の 評価
Ⅵ
. 考 察
1
. 院内教育プ ロ グラ ム の対象 ･ 内容 ･ 方法 ･ 全体構造
院内教育プ ロ グ ラ ム の対象に関する結果は, 各病院の
院内教育プ ロ グ ラ ム に は, 看護職者の経験年数, 看護実
践能力, 職位, 役割, そ の他 の条件に基づ い て 対象を設
定したプ ロ グ ラ ム と全職員を対象と した プ ロ グ ラ ム の 存
在を示唆する｡
ま た, 院内教育プ ロ グ ラ ム の 内容に 関する結果は, 各
病院の院内教育プ ロ グ ラ ム の 内容に は, 【職場適応の促
進】 【人間関係の 理解】 【看護実践の 支援】 が示す知的
技術, 人間関係の技術, 技能的技術とい っ た看護過程の
実践に要求される看護技術に 関する側面, 【看護研究】
【看護教育】 【看護管理】 が示す臨床にお ける研究 ･ 教
育 ･ 管 理 に必要な知識 ･ 技術 ･ 態度と い っ た看護の質的
向上 に関する側面, 【自己能力の 拡大】 【ト ピ ッ ク ス】
が示す個人の成長発達や興味 ･ 関心 に関わ る側面が含ま
れ て い る こ とを示唆する｡
さ ら に , 院内教育プ ロ グ ラ ム の方法に関する結果 は,
各病院の院内教育プ ロ グ ラ ム が , 【一 斉学習】 に より参
加者全員が同 一 時間 に同 一 内容を学習したり, 【グ ル ー
プ学習】 に より参加者が小グ ル ー プ に分かれ て学習を行 っ
た り, 【個人学習】 に より学習者が学習者個人の特性 に
応じ て 1人で学習すると い っ た方法で実施され て い る こ
とを示唆した｡
加え て , 院内教育 プ ロ グ ラ ム の全体構造に関する結果
は, 各病院が院内教育 プ ロ グ ラ ム の対象を多角的に設定
し, 看護職者の 多様な学習 ニ ー ド に対応するこ とを試み
て い る可能性を示唆する｡ しか し, 看護職者の院内教育
へ の 要望に関する研究 5) 6) は, 院内教育 プ ロ グ ラ ム の 内
容や方法が必ずしも看護職者の学習 ニ ー ド に合致 して い
な い こ とを明らか に した｡ こ れ は, 各病院が看護職者の
学習 ニ ー ド に対応する ことを試み て い る に も関わ らず,
看護職者の学習 ニ ー ドを院内教育プ ロ グ ラ ム に反映で き
て い な い可能性を示唆して い る｡
今後, 看護職者の 学習 ニ ー ドを明らか にするため の方
法を開発し, 各病院が学習 ニ ー ド に応じた院内教育プ ロ
グ ラ ム を作成するこ とを支援して いく ことは, 看護職者
の 効果的な学習の促進に向けた重要な課題で ある｡
2. 院内教育プ ロ グラ ム作成の影響要因と展開過程
院内教育プ ロ グ ラ ム 作成の影響要因と展開過程 に関す
る結果は, 各病院に おける院内教育プ ロ グ ラ ム が, ①組
織の特性 ･ 方針 ･ 変化と看護職者の状況 ･ ニ ー ド に 基づ
き, 活用可能な人的 ･ 経済的資源, 看護業務の 確実な遂
行と院内教育プ ロ グ ラ ム実施の両立を考慮し, 表3の13･
14に 示すよう に他院の 院内教育プ ロ グ ラ ム を参考に し つ
つ
, 作成者の価値観を反映して作成され て い る こ と, ②
ア セ ス メ ン ト ･ 計画 ･ 実施 ･ 評価と い う問題解決過程に
合致する過程を通 して 展開され て い る こ とを示唆する｡
ま た, 院内教育プ ロ グ ラ ム 作成の影響要因と展開過程
に関する結果は, 影響要因の中に , 理論, 研究成果の 活
用状況を示すもの が存在しな い こ とを示した｡ こ れ は,
院内教育プ ロ グ ラ ム が , 理論や研究成果を基盤とするこ
となく作成され て い る状況の存在を示唆する｡ 院内教育
に関する海外文献の 多くは, 院内教育プ ロ グ ラ ム が , 成
人学習理論 7), 看護職の技能習得に関する理論 8) な ど,
さ ま ざまな理論や研究成果を科学的根拠と して 作成され
て い る状況を示 して い る｡ 今後, 院内教育 プ ロ グ ラ ム 作
成に おける理論や研究成果活用に閲し, わ が国の 現状を
明らか に する必要が ある｡
本研究の 結果に基づ き, 質問紙を開発 し, 院内教育プ
ロ グラ ム の 対象 ･ 内容 ･ 実施方法 ･ 全体構造, 及び院内
教育 プ ロ グ ラ ム 作成の影響要因と展開過程の現状解明に
向け て , 全国規模の実態調査を実施するこ とは今後の課
題で ある｡
Ⅶ . 結 論
1
. 院内教育プ ロ グ ラ ム は, 対象別に 【経年別プ ロ グ ラ
ム】 【能力別プ ロ グ ラ ム】 【役職別プ ロ グ ラ ム】 【役
割別プ ロ グ ラ ム】 【全職員 プ ロ グ ラ ム】 【そ の他 の プ
ロ グ ラ ム】 に分類される｡
2. 院内教育プ ロ グ与ム の内容は, 【職場適応の促進】
【人間関係の 理解】 【看護実践の支援】 【看護研究】
【看護管理】 【看護教育】 【自己能力の拡大】 【ト ピ ッ
ク ス】 に分類され る｡
3 . 院内教育プ ロ グ ラ ム の方法は, 【一 斉学習】 【グ ル -
プ学習】 【個人学習】 に分類される ｡
4 . 院内教育プ ロ グ ラ ム の全体構造 は, 【経年 ･ 全職員
型プ ロ グ ラ ム】 【経年 ･ 役職型 プ ロ グ ラ ム】 【経年 ･
役割 ･ 全職員型プ ロ グ ラ ム】 【経年 ･ 役職 ･ 全職員型
プ ロ グ ラ ム】 【経年 ･ 役割 ･ 役職 ･ 全職員型プ ロ グ ラ
ム】 【能力 ･ 役割 ･ 役職 ･ 全職員型プ ロ グ ラ ム】 に 分
類される ｡
5
. 院内教育プ ロ グ ラ ム 作成の影響要因 は, 〔病院設置
主体 ･ 病院 の特徴〕 〔看護職の 特性〕 〔看護部の 目的 ･
目標〕 〔看護部の 教育理念〕 〔看護職に期待する看護実
践能力〕 〔診療体制の 変化〕 〔看護体制の 変化〕 〔着護
職の 看護実践能力の評価結果〕〔院内教育 プ ロ グ ラ ム
に対する看護職の要望〕 〔院内教育 プ ロ グ ラ ム の運営
に確保可能な人員数〕〔院内教育 プ ロ グ ラ ム の 運営に
関する予算〕 〔院内教育プ ロ グ ラ ム の 実施 に 確保可能
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な時間〕 〔他院の 院内教育プ ロ グ ラ ム〕〔院内教育プ ロ
グ ラ ム 作成者の教育に 対する信念〕 の14要因で ある｡
6. 院内教育プ ロ グ ラ ム 作成の 展開過程は, 院内教育プ
ロ グ ラ ム の ア セ ス メ ン ト に 関わ る 〔院内教育に関する
多角的情報収集と整理〕, 院内教育プ ロ グ ラ ム の作成
に関わる 〔院内教育プ ロ グ ラ ム の 原案作成〕 〔院内教
育プ ロ グ ラ ム 全体の調整〕〔経営者 ･ 管理 者に よる院
内教育プ ロ グ ラ ム の査定〕〔経営者 ･ 管理 者に よる査
定後の院内教育プ ロ グ ラ ム の 修正〕, 院内教育 プ ロ グ
ラ ム の実施に関わ る 〔院内教育プ ロ グ ラ ム の公表〕
〔院内教育プ ロ グ ラ ム の実施〕, 院内教育プ ロ グ ラ ム の
評価に関わる 〔実施担当者に よる院内教育プ ロ グ ラ ム
の評価〕 の 8段階か ら成る｡
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K EY W O R D S:
in-ser vice educ atio n, nationl slユrV ey, qu eStionaire
T his study, the first step in the n atio n al s u r v ey of in-s e r vice edu c atio n pr ogr a m, w a s c o ndu cted
to identify subje ct, c o ntents, m ethods, stru ctu r e, influ encial fa ctors in plan ning,
.
and pr o c e s sof
in - s ervice edu catio n pr ogr a m. T he data w er e235guidelin es for ap plic ants posted to C hiba Univ e r-
sity Scho ol of Nursing, a nd w ere c ollected fr o m aco n v e nie n c e s a mple of 13n u rse exe c utives w ork-
ing in 10general hospitals thro ugh unstru ctur ed inte r view . Qu alitativ e a n alysis idetified c ategories
in the data . T he result, fro mguidelinesfo r ap plica nts, ide ntified 6c ategories of s ubject, 8 c ate-
gories of c ontents , 3 c ategories of m ethods, 6 catego rie s of stru cture, 3 categories of c ontents ･
T herefore, the re s ult fro minterview , identified 14 influ e n cial fa cto rs a nd 8steps of in-ser vice
edu c ation . The s e re s ults n ot o nly showed that e ach pr ogram w a spla n n ed to m e et va rio usle ar n l ng
ne eds ofn u rs e s, but also showed thatit m ay ha v ebee n planed without the ories o rre s arcb re s ults .
T he furthe r r es erch n e ed to develop the qu e stio n air e ba s ed o n the se r es ult a nd c o nduct the n a-
tion al sll r V ey Of the a ctual situ ation of in - s e r vic e edu c atio n pr ogra m.
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